






研究目的 

濾紙血液中の尿素サイクル関連アミノ酸,即ち,シトルリン(Cit),アルギニン(Arg),オルニ

チン(Orn)を測定し,同時に,アルギニノコハク酸分解酵素(ASAIyase)活性を測定して 4 種

類の先天性尿素サイクル代謝異常症をスクリーニングする Naylor らの方法 1)の有用性に

ついて検討するとともに,尿素サイクル代謝異常症を新生児マス.スクリーニングの対象と

することが妥当か否かを検討することが本研究の目的である。 


